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笑顔あふれる泉大津市H

笑顔でこどもがのびのび遊べる広場を !

笑顔で挨拶が飛び交う町を !

襲顔でみんなが動け合う町を 1二  十

|★林哲二後援会事務所聞きのお知らせ

目時 :平成 23年 3
午前 1

場所 :松之浜町 2-
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★林哲二 開催します

目時 :平成 23年 3月 26日 (土 )
午後 2時 00分より

場所 :泉大津市民会館 小本―ル

皆さん、どうぞお気軽にお越し下さい。
お待ち申し上げております.
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林  哲 ニ プロフィール (昭和36年 6月 21日生 49才 )
ti■  |1    睡 : ::

・泉大津市立東陽中学校卒業

・浪速高校卒業

・京都外国語大学卒業

・平成 19年 4月 、泉大津市議会議員初当選| 
‐

・平成 20年 5月 総務文教常任委員会副委員長
・平成 21年 5月  市街地整備対策特別委員会委員長
・平成 22‐年 5月 産業厚生常任委員会副委員長

1私の思い
|

|

|

1 大きな社会問題として注目された京都大学の不正入試ダ
.ま さにネット社会の弊害が |

1表面化した問題である。この世に携帯電話なるものが登場し、私が手にしてから151
1年以上になる。当時、保険営業マンの私は、車が何よりの仕事道具であつたが、事故 |

1渋滞・工事渋滞等で替慮する事が多々ありました。そんな時に携帯で車から連絡出来 |

|る
こと鮮画期的な中本書でした,:‐■lr｀し、垣警憲脅言th魯舞t奮言彗皇亀季F°常||に、親子間のコミユニケーション不足を加

1今回の京大入試の件は改めてネット社会の弊害を考えるぃい機会になりました。   |
1今一度、便利を追求することが本当に正義なのか、改めて考えようと思います。   |

・立花証券 (株)入社
・安田火災 (株)(現、損保ジャパン)

:賞欝皇羹機軍亀瓢識勇お
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よ
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